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＜CAM ベトナム・リサーチ・レポート＞ 
 

2019 年 12 月 10 日 

中国との賃金比較―べトナム、フィリピン 
は依然として有利 

 

ジェトロの 2019 年度 アジア・オセアニア進出日系企業実態調査のデータに基づいて、

米中貿易摩擦の影響で中国からの生産拠点の移転先とされるベトナム、インドネシア、

フィリピンの各国につき、賃金水準の比較をしてみた。 

 

製造業で比較した場合、中国が製造業・作業員で 493 ドル/月であるのに対し、ベトナ

ムは 236 ドル/月と中国の約 48％の水準である。フィリピンもほぼ同じ水準であるが、イ

ンドネシアは 348 ドル/月（中国の約 71％）とやや高い。 

 

製造業、非製造業を合わせたすべての平均では、ベトナムは中国の約 60％の水準で、

フィリピンは約 61％、インドネシアは約 60％とほぼ同じ水準で並ぶ。 
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年間実負担額でみると、製造業・作業員は中国が 9,962 ドル/年であるのに対し、ベト

ナムは 4,041 ドル/年と中国の約 41％とさらに低くなる。フィリピンは同約 39％とベトナ

ムより低いが、インドネシアは 5,956 ドル/年（同約 60％）と割高になっている。 

 

 
 

同調査によると、2020 年度の賃金昇給率（予想、前年比）はいずれの国も昇給率は穏

やかな低下が見込まれているが、中国が+5.4％（前年は+5.7％）なのに対し、ベトナム

は+7.1％（同+7.4％）、インドネシア+7.2％（同+7.6％）、フィリピン+5.0％（同+5.7％）。

製造業に限っていえば、中国が+5.4％（同+5.7％）なのに対し、ベトナムは+7.0％（同

+7.2％）、インドネシア+7.7％（同+8.0％）、フィリピン+4.6％（同+5.0％）となっている。 

 

労働コスト面に限れば、依然としてベトナム、フィリピン、インドネシアは中国に対して相

対的に有利な環境にあると言えるが、インドネシアは同政府が認める通り、他の移転

候補地と比較して不利な状況にあるのは事実のようである。 
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